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ノロウイルスによる食中毒や感染症を予防するため、
　　　　　正しい知識に基づいた正しい予防方法を実践しましょう。

食の安全に関する情報を食の安全情報通信員のみなさんを通じてお届けする情報紙です。

　　　

リスクコミュニケーションを知っていますか？

　みなさん、「リスクコミュニケーション」という言葉を知っていますか？
　平成２６年度に行った食品の安全等に関する県民意識調査では、約９割の方がリスクコミュ
ニケーションという言葉を知りませんでした。
　今回は、食品安全行政を進める上での重要な考え方であるリスクコミュニケーションについ
てお知らせします。

◆　ハザードとリスク　～どんな食品も絶対安全とは言えない～

　食品には栄養成分とともに、微量ですが健康に悪影響を及ぼす可能性がある物質が含まれていて、
これを「ハザード（危害要因）」と呼んでいます。
　一方、食品の安全性における「リスク（危険性）」とは、健康に悪影響を及ぼす可能性とその程度
を意味します。

　リスク ＝ 健康に悪影響を及ぼす確率 × 影響（健康被害）の程度

　　　　　　　　　　　　　↑

　　　（食品に含まれる有害なもの×食べる量・回数）

　食品中の危害要因には、有害微生物、放射性物質や重金属などの汚染物質、農薬や食品添加物な

ど、様々なものがあります。量は異なりますが、どんな食品にも危害要因となる物質が含まれ、リ

スクがゼロのものはありません。このため、絶対に安全な食品はないと言えます。

リスク（危険性）

ハザード（危害要因）

・生物学的要因・・・有害微生物（食中毒菌）

・化学的要因・・・汚染物質、残留農薬、食品添加物など

・物理的要因・・・放射線、食品が置かれている温度の状況など

◆　リスクコミュニケーションとは？

　消費者、事業者、生産者、研究者、行政などの関係者が、食品のリスクに関する情報を共有し、

相互に意見交換することです。

　リスクコミュニケーションを行うことで、リスクの特性やその影響に関する知識を深め、関係者

間の信頼感を育むことなどが期待されます。

食品の安全を確保する体制

リスク評価
食べても安全かどうか
調べて、決める。

食品安全委員会
（国の機関）

厚生労働省、農林水産省
消費者庁、都道府県等

リスク管理
食べても安全なように
ルールを決めて、監視する。

・機能的に分担
・相互に情報交換

リスクコミュニケーション

消費者、事業者など関係者全員が相互に理解を深め、意見交換する。

ゼロリスクの食品は　
ありませんが、リスク
管理により、流通する
食品の安全は確保され
ています。

どんな食品も、
食べ過ぎるとリ
スクになるんだ
ね。
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